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UN/CEFACT「持続可能な観光（ST）
ビジネス標準プロジェクト」の現在位置

2022年末にBureauに提出した成果物は、Bureauでの検討の結果、Public Commentを実施

することで、2023年度期首から開始され5月で終了した。今後の展開はこの結果を受けて10月

に開催される総会に向けての作業に入ることとした。作業グループに対する作業要請は目下ない。

一方、JTRECとしてはSTの自己評価システムの認証について新たに検討を行なうこととした。

同時に、第40回国連CEFACTフォーラムにて関係者と相談を開始し、検討事項として認識。

これについては、「ST認証制度検討会」をJEC観光部会の観光検討会に設置し、認証マー

クの運用などの具体的展開などについて検討を行なうこととする。



観光とTOURISM
◎「観光」の語源：
古代中国の「易経」に「観国之光，利用賓于王（国の光を観る、用て王に賓たる
に利し）または「他国を旅して見聞を広める」という事）との一節があり「観光」
はこれを略した成句であるというのが定説。
日本で「観光」という用語が確認されるのは、1855年にオランダから江戸幕府に

献上された様式軍艦「観光丸」と言われている。（国の威光を海外に示すという意味
が定説）また、1871年の岩倉使節団の報告書の冒頭に「観」と「光」 （国の光を示
す）と揮毫。＊「観」は示すという意味がある。
現在は、「非日常的（注1）な風景、史跡、風物などを見て回る旅行」、または

「楽しみのための旅行」を指すのが一般的。



観光とTOURISM
◎「Tourism」の語源：
紀元前1244年に相当する落書きに、観光旅行をした記述があるのが最初との定説。
その後、古代オリンピック観戦、聖地巡礼などの記録がある。「Tourism」という言葉が
登場したのは、1811年に英国の「Sporting Magazine」が最初と言われている。
ラテン語の tornus（回るもの：出かけても、また元のところに戻ってくる）が語源。（定説）

単なる観光旅行のみならず、観光事業や旅行に関連する事柄の全体を指す。
ジャンルによって教育や学習、産業振興などさまざまな側面をもつ。

＊地域活性化・訪日客増につながるニューツーリズム１０種類
１．グリーンツーリズム２．エコツーリズム３．ヘルスツーリズム４．スポーツツーリズム
５．インダストリアルツーリズム６．スローツーリズム７．メディカルツーリズム８．ダーク
ツーリズム９．ガストロノミーツーリズム１０．サステイナブルツーリズム



注１：非日常的
１９７０年代から、米カリフォルニアを中心に「脳の情報処理」に関する
研究が急速に進められ、心理学等の分野で世界中に広まった。
心理学における「心」の研究において、人間の「意識」や「感性の豊
さ」との関係でいうと、「意識」や「感性の豊かさ」は“脳の情報処理”
であると考え、あるモード（意識の状態）における情報処理のみを継続
して行うと、精神的な活性度を著しく低下させ、モードを変化させる（
非日常的）と精神的な活性度は活発化されると考えられている。
出典：近代化の忘れ物ー感性豊かな社会を目指してー通産省編



SUSTAINABLE TOURISM
(持続可能な観光）とは？

「持続可能な」＝ 先達が培ってきた人類の
遺産が５０年後も、１００年後も、それ以
降も大切に保全されて、未来の全ての人類の
宝として、永遠に継承されていくことをいう。



UNWTOによる「持続可能な観光」の定義1

「訪問客、業界、環境および訪問客を受け入れる

コミュニティーのニーズに対応しつつ、現在および

将来の経済、社会、環境への影響を十分に考慮

する観光」
＊観光庁、JNTOも同定義を引用



UNWTOによる「持続可能な観光」の定義2

持続可能な観光では以下のことが求められる。

1)主要な生態学的過程を維持し、自然遺産や生物多様性の保全を図りつつ、
観光開発において鍵となる環境資源を最適な形で活用する。
2)訪問客を受け入れるコミュニティーの社会文化面での真正性を尊重し、コ
ミュニティーの建築文化遺産や生きた文化遺産、さらには伝統的な価値観を
守り、異文化理解や異文化に対する寛容性に資する。
3)訪問客を受け入れるコミュニティーが安定した雇用、収入獲得の機会、社
会サービスを享受できるようにする等、全てのステークホルダーに公平な形
で社会経済的な利益を分配し、貧困緩和に貢献しつつ、実行可能かつ長期的
な経済運用を実施する。



何故いま、SUSTAINABLE TOURISM
(持続可能な観光）に取り組むことが必要？
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国際認証機関GSTCの事例



2022年11月15日提出WHITE PAPER抜粋

グローバル・サステイナブル・ツーリズム協議会
（GSTC）は、GSTC基準として知られる持続可能な旅
行と観光のための世界基準を制定している。基準に
は2つのセットがあり、「デスティネーション基準」
は公共政策立案者やデスティネーション・マネー
ジャー向け（最新版は2019年発表）、「インダスト
リー基準」はホテルやツアーオペレーター向け（最
新版は2016年発表）である。基準は、持続可能な経
営、社会経済的影響、文化的影響、環境的影響の4つ
の柱で構成されている。デスティネーション基準の
最新バージョンは、持続可能な開発のための2030ア
ジェンダと最も関係の深い17の持続可能な開発目標
（SDGs）に対応するように更新されている。

持続可能な観光のための関連ビジネス基準

宿泊施設 ダイビング、ヨット、ビーチの運営から宿泊施設



コントロール・ユニオン・サーティフィケーションズ（CUC）は、GSTC
認証と幅広い認証プログラムをグローバルにワンストップで提供してい
ます。CUCは、Global Sustainable Tourism Council (GSTC)業界基準の
認定認証機関です。これは、最高の国際基準とグッドプラクティスに準
拠したプロセスに従って認証を受けていることを意味します。CUCは、
個々の観光事業者だけでなく、ホテルやツアーオペレーターなどのグ
ループ（グループ認証）に対してもGSTC認証を提供することができます。





持続可能な観光ガイドライン（JTA,UNWTO 駐日事務所 2020.6）

Japan Sustainable Tourism Standard for Destinations



認証団体の一例





UN/CEFACT vs. OTHSカバー領域



観光地を対象とする国際認証事例
Green Destinations Standard

観光地を対象に、国際基準の認証を行っているGreen 
Destinationsは、世界的に高い評価を得ている制度。Green 
Destinationsは、100項目の評価基準を設けている。全体の内、
どの程度基準を満たしているかによって、スコアが変わり、
プラチナ・ゴールド・シルバー・ブロンズに格付けされる。
また、認証取得までの過程も評価する。



観光地を対象とする国際認証事例
Green Destinations Standard



日本版ガイドライン：GSTS-D

日本の自治体、DMOや観光産業も、サステナブルツーリズムに対する関心が高
くなっている。関心が高まるきっかけの１つが、2020年に観光庁より発表され
た日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D=Japan Sustainable Tourism 
Standard for Destinations）。2021年には「GSTC承認基準」を満たしていると、
GSTCより公認された。



日本版ガイドライン：GSTS-D

1.自己分析ツール
まずは、自分たちの地域がどの程度サステナブルな取り組みを行っているのか、現状把握に活用
することができます。地域全体で、どのような観光・地域づくりを行いたいかを定め、現状と目
標値とのギャップを把握し、原因を探りながら戦略を立てることができます。

2.コミュニケーションツール
観光は裾野が広い産業です。地域のステークホルダーと対話する際に、現状や課題を共有するこ
とで、関係者と共通認識を持つことが出来ます。単なる勘や経験だけに頼らない合理的な判断が
可能になり、地域が一体となって取り組みを進めるのに役立つでしょう。

3.プロモーションツール
認証ラベルです。旅行者には一目で持続可能な観光への取り組みを行っていると理解してもらえ
ます。また、持続可能な観光に向けた活動や取り組みを対外的に発信することで、認知度の向上
にも繋がります。

JSTS-Dは、３つの活用方法がある
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